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Ｖ　まとめ

　全盲児童が２次元情報を使いこなすためには、触覚的に２次元情報を認知する力を育むと共に認
知したことや思い描いたイメージ等をできるだけ正確にあるいは思い通りに表現できる力を育てて
いくことが不可欠である。こうした力を身につけさせるためには幼少の段階からの適切な対応が大
変重要になってくる。こうした観点から筆者らは平成 18 年度～ 19 年度において、東京工芸大学と
の共同研究で「全盲児童の図形表象の評価に関する研究」に取り組んできた。
　この研究では、メディア画像工学分野と連携することにより、情報処理技術を活用して図形描画
をできるだけ客観的定量的に評価し、その結果を児童にわかりやすくフィードバックする方法を検
討し、基本的なプログラムをまとめた。しかし、実用に供するためには、データの処理手続きやシ
ステムの操作の簡便性などの点で課題点があった。
　そこで、本研究では、評価プログラムについて再検証するとともに、実際の指導場面での実用に
供することのできる図形模写評価のシステムの開発に取り組んだ。前研究では、評価プログラムの
設計に当たって、合同条件、相似条件、円形度の３つの評価方法について検討した。再検証の結果、
いずれの方法にもそれぞれ、利点及び問題点があることが明らかになった。しかし、形状の評価に
限定した場合、サンプル図の面積を模写図の面積の比に拡大・縮小して模写図と重ね合わせて比較
する相似条件が、最も評価には適していることが確認できた。また、実際に評価プログラムを活用
するにあたっては、学校教育における描画能力の向上をめざした指導という観点からは、晴眼の多
くの人が見て的確に表現されていると思われるプログラムになっている事も大切なことである。こ
の点からも形状について主観的な評価と合致する相似条件を選択することが望ましいと判断した。
さらに、学校等で活用するためには、評価対象となる図形を限定することも、現時点ではやむを得
ないという結論を導くに至った。描画能力のレベル差が大きい全盲幼児児童を対象とすることもあ
り、基本的な図形の中で最も早期に習得しやすい円形を模写評価の対象として選択した。
　以上のような条件に基づいて､ 図形模写評価システムを開発した｡ その概要は第Ⅳ章に示した。
入力デバイスを評価システムに組み込むことができず、計画通りのシステムを構築することはでき
なかったが、前研究のシステムに比較すると、パソコンとスキャナーがあればＧＵＩ環境で簡便に
操作できるようになり、操作性が向上するとともに評価作業に要する時間を短縮することができる
ようになった。今後、円形の描画評価について実際の指導で活用し、定量的な評価による描画結果
の児童へフィードバックが児童の描画技能の向上に果たす効果について検証していきたい｡
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